
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「がんばろう 日本！国民協議会」埼玉読者会 10 月 

KEYPOINT 

■「自己決定」自分で決めるってどう

いうこと？ 
 
■ 「無関心」ではなく、相手を知り、

受け入れるには 
 
■ 非物質的な資本主義への転換とは 

SUMMARY 
 

「自己責任」の裏には自分の人生を自らが決め、生きていくとい

う大変個人的な課題が存在する。 

今回はこの「自己決定」とは何かという問題提起からはじまり、

若者・女性論と異なる立場の人たちが合意形成していくことの

難しさ、資本主義の非物質的価値とは何かなど、多くの論点が展

開されました。 

まず、前回の自己責任について、「自己決定」と

いう話題が上がりました。つまり、「自己決定」を

自覚したうえで負う責任は自分自身も納得する

けれど、自分で決定しているように思っていても

実は社会からの圧力で自発的に隷従していると

いう状況になっていることについて、「自分で決

める」とはどういうことか、という部分までは踏

み込んでいなかったということです。 

またこの、自発的に隷従せざるを得ない社会か

らの「脱皮」を目指すうえで、それを解決するに

は自分で選択をして活動をしていくほかない、議

論を積み重ねていくしかないかと思うがそれは

単純に解決できることではない。 

まずは経済的には恵まれていても、恵まれてい

なくても、両方から無関心がおきているというこ

と、そしてそれはどういう風に起きているのかと

いうことをもう少し構造的に解明する必要があ

るという意見が出されました。 

 

「自分で決める」とはどの様なことなのか 
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Vol.2 「自己決定」とはなにか？ 

次にこれも前回からの続きになりますが、「若

者の無関心」について。そもそも機関紙の視点、

資料集、読者会参加者（中高年）の発言自体が、

いわゆる「若者」からすると違和感があることだ

というところから、「若者」のほかにも「女性」「高

齢者」と我々はひとくくりにして語りがちである

ということを認識しました。 

そのうえで例えば社会的な運動というテーマ

であっても、年代によってとらえ方が違う。全共

闘世代の人たちがイメージする活動や運動から

みると、今の 20 代、30 代の人たちが行うことは

「違う」ととらえられてしまうが、そうではなく、

彼らは彼らなりに壁にぶつかり、考え、行動をし

ているということを若者は伝え、上の世代はそれ

を受け入れる、そのうえで共に活動を展開してい

くことが大切であると話が進みました。 

ただ、そこで重要なのは単に「否定しない」「聞

き入れる」ということではありません。機関紙に

ある、「異なる立場ではあるが、合意できる共通の

価値は何か」という議論を積み重ねていく多様な

プロセスにおいては、「異なる立場」、「自分は今ど

の立場なのか」ということを各々が自覚していな

いと、そもそも共通の価値が何かという話になら

ないのではないかということです。 

そのためには積極的に「異質な他者」と出会う

こと、その出会いの中で「他者への想像力を鍛え

ていく」ことなどが自分たちの活動からの体験と 

自立した主権者 をめざして 

異質な他者との出会いの蓄積が必要 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に話題は「次の社会や次の時代とはどういう

ものなのか」という論議へ。「高度成長期の福祉国

家による再分配に替わる北欧型の社会的投資戦

略は、資本主義を民主主義と福祉国家に埋め戻す 

「設計図」になりうるのか」（宮本太郎・中央大学

教授「思想」8 月号より）という点から、スウェ

ーデン型、北欧型、イギリスの第三の道型といっ

た例が挙げられると、それ以前に今の資本主義が

物質的（工業や流通が主といった）な資本主義か

ら、非物質的（GAFA のような形が見えない）資

本主義に転換しているという話題に。 

この非物質的転換により、民主主義、合意形成

のありかたが変わってくる。そこを理解したうえ

で社会保障だけでなくて、人が認めてもらえる、

自己承認欲求が満たされる社会とは何かという

ことを考えていくという方向性が示唆されまし

た。その自己承認欲求のあり方も、非物質的な資

本主義への転換とともに以前と変わりつつあり

ま 

【連絡先】「がんばろう、日本！国民協議会」埼玉読者会 
 

住所：埼玉県越谷市大里 226-1 白川ひでつぐ事務所 

担当：吉田理子 

ganbarou.r.a.saitama@gmail.com 

がんばろう、日本！HP 埼玉読書会 note 

がんばろう、日本！国民協議会は、「国民主権の発展」「人づくり」「がんばる日本と日本人を回復す

る国民運動」「「自由・民主」東アジアの社会的リーダー層のネットワーク構築および日米同盟の再

定義」を目的として活動している団体です。機関紙「日本再生」および各種資料の発行や、例会、

定例講演会などの開催、また国民的課題、地域的課題への取り組みなどを行っています。 

一緒に 
考えてほしいこと 

最近「異なる立場」を意識した出来事はありますか。 

「異なる立場」を理解するためにできることは何ですか。 

ます。旧来は、物質的資本主義の時代の安定した

経営や、家父長的な家族とコミュニティを前提

に、個の自立範囲を広げ、差別されている人たち

を認めてあげるという、上からの承認（宮本先生）

でした。 

それが、明らかにそうしたことに価値を認めな

い人たちがでてきている。これからの社会につい

て、人間関係の在り方に人間の本質的なものが何

かということが問われたうえで、どうしようかと

展開しようとしているから、簡単に結論というこ

とにはならないのです。 

このために私たちがまず行うべきは、自分たち

それぞれの活動において、「問題解決をするため

の相互理解とは？」について考えること。考え、

行動し、失敗をする。その失敗を持ち寄って教訓

化するプロセスそのものが、「民主主義は多数決

ではなくて、その参加していくプロセスそのもの

が民主主義なのだ」といわれているところである

というまとめになりました。 
 

〈機関紙「日本再生」No.497 の内容〉 

2020/10/01 発行 

民主主義の復元力を涵養する社会へ―持続可能

な未来への選択肢をつくり出そう●2-3 面/一灯

照隅/コロナ禍での〝くらしとせいじ〟●3-6 面/

インタビュー/コロナ危機と社会運動/藤田孝典

さん（社会活動家）●6-8 面/インタビュー/国際

保健協力/詫摩佳代・東京都立大学教授 

※ 機関紙「日本再生」のご購読をご希望の方は 

下記の連絡先までご連絡ください。 

資本主義の非物資的な価値は、 

合意形成にどう影響するのか 

して挙げられました。 


